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平成 29 年度ユネスコスクール年次報告書 
 

 

 １．学校概要  

 

学校名   高山市立 新宮小学校        

  種 別 □保育園・幼稚園  ■小学校     □小中一貫※注１ 

      □中学校      □中高一貫※注２  □高等学校  

      □教員養成大学   □専修学校，各種学校 

       □特別支援学校    

□その他（例：小中高一貫                ） 
※注 1 義務教育学校を含む ※注 2 中等教育学校を含む 

  所在地 〒 506－0035  

       岐阜県高山市新宮町 2635-2                          

  E-mail  shingu@edu.city.takayama.gifu.jp                     

  Website  http://www.city.takayama.lg.jp/kurashi/1000020/1000114/1000761/1000768.html                    

  幼児児童生徒数  男子 232 名   女子 206 名  合計  438 名 

        幼児・児童・生徒の年齢 7 歳～ 12 歳 

 

２．報告期間  

 

平成２９年４月～平成３０年３月 
※報告書提出時点～平成３０年３月末までの活動は，予定（見込み）として

記載ください。 

 

３． 活動内容  ※記入にあたっては，末尾の留意事項も確認ください。 

（１）活動の概要（８００字程度＋活動内容を表す写真数枚） 

  ※チェック事項 1-1，2-1 に対応 

当校は，「輝く子（ひとり歩きのできる子）～進んで学ぶ子，共に歩む子，自

ら鍛える子～」を学校理念として，ＥＳＤを，郷土の未来を繋げる子の育成のた

めの教育と捉え，ＥＳＤの実践を通して，故郷を知り自分から関わっていくこと

で，故郷の良さに気付き，ここで生きることの価値を意識しながら生活する心情

の育成を目標とした。 

具体的には，郷土教育・福祉教育を柱に，①「郷土を知る」に係わる活動，②，

郷土の中で体験する活動③郷土で働く人から学んで自分に生かす学習，④福祉体

験活動を行った。 

 

① 「郷土を知る」に係わる活動 

 1 年生は，地元の原山公園にて虫を捕まえる体験をとおして，郷土の自然の美

しさ，豊かさを実感する。２年生は，町探検をとおして，学校周辺の地域の様子

を把握する。３年生は，地元の酪農農家やほうれん草農家へ訪問して，乳牛の飼

育やほうれん草の栽培について学ぶ。また，社会「昔のくらし」の学習において，

地域の方に来ていただき，昔の道具を見てもらったり，昔の生活についてお話を

聞いたりした。 
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② 郷土の中で体験する活動 

５年生が，地元の農家の方の田んぼを借り，その地元の方の指導のもと，稲

作体験を行った。春に田植えを行い，夏には苗の生育状況を観察し，秋に稲刈

りと脱穀を行った。収穫した米は，家庭科の時間に子どもたちが炊き，給食時

間に食べた。新宮地区は，緑豊かな地域であり，稲作をしている家も多い。し

かしながら，子どもたちのほとんどが米作りの経験がない。地元農家の方の協

力のもと，自分たちでお米を作り食べることを通して，自然のありがたみや勤

労することの大切さを実感する。 

③ 郷土で働く人から学んで自分に生かす学習 

６年生が，地元で働いている方のお話を聞く。今年度は，新宮地区まちづく

り協議会会長，地元で陸上を教えてくださる方，ハローワークの職員等，様々

なの方々が講話をしてくださり，子どもたちは郷土で働く人から，自分の将来

の職業について漠然としてではあるがイメージを描くことができた。この取組

は，郷土教育とともに，将来の自分の夢をかなえるキャリア教育と繋げるもの

である。 

④ 福祉体験活動 

４年生が，市の社会福祉協議会の方の協力のもと，福祉体験学習を行った。

この学習の初めには，福祉協議会の方に「福祉」全般について講話をしていた

だいた。その後，目の不自由な方に，日々の暮らしや盲導犬についてお話しを

していただいたり，手や足に重りをつけ，目には視界を狭くする眼鏡をかける

シニア体験をしたり，車いす体験をとおして高齢者や障がいについて学んだり

した。５・６年生が，ハンセン病回復者の方からハンセン病そのものについて

やこれまでに体験した出来事を聞く活動を行った 

 

   
 

   
 

① の写真（酪農農家の見学） ② の写真（稲作体験：田植え） 

③ の写真（郷土で働く方の講話） ④ の写真（福祉：車椅子体験） 
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（２）活動の詳細 

① 活動内容 

※チェック事項 1-2, 2-1 に対応 

ア. 活動分野（複数選択可）                             

■ 1. 環境 □ 2. エネルギー □ 3. 防災 □ 4. 生物多様性 
□ 5.気候変動 □ 6. 国際理解，文

化多様性 
■ 7. 地域の伝統文

化，文化遺産 
□ 8. 人権・平和 

■ 9. 健康・福祉 □ 10. 食育 □ 11. 持続可能な

生産と消費 
□ 12. 貧困 

□ 13. エコパーク □ 14. ジオパーク □ 15.グ ロ ー バ ル シ チ ズ ン シ ッ プ 教 育

（GCED) 
□16.ジェンダー平

等 

■ 17. その他（  郷土教育                          ） 

 

イ．活動を通して育みたい資質や能力（複数選択可） 

□ 1. 批判的に考える力 □ 2.未来像を予測して計画を立てる力 

■ 3. 多面的，総合的に考える力 ■ 4. コミュニケーションを行う力 

■ 5. 他者と協力する態度 ■ 6. つながりを尊重する態度 

□ 7. 進んで参加する態度  

□ 8. その他（自由記入                                      ） 

 

ウ．活動時間（複数選択可） 

■ 1. 教科の時間 ■ 2. 総合的な学習の時間 

■ 3. 特別活動等 □ 4. クラブ活動 

□ 5. その他（自由記述                                          ） 

 

エ．使用した教材 （書籍，ウェブサイト，パンフレットなど具体名） 

 

学校ＥＳＤテーマ １ 「郷土教育」 
 １ 教具・教材・実験器具・観察機材 等 

１年 虫かご  虫取り網  カメラ  ルーペ  観察ノート    

２年 カメラ  観察ノート 

３年 カメラ  聞き取りノート     

５年 
農機具  手袋  長靴など  ルーペ  物差し  観察ノート 

カメラ 

６年 カメラ  記録用ノート   

 ２ 図書・図鑑等       

（１）「飼育と観察」 発行者：八巻孝夫  発行所：小学館 発行年：2005 年 

 

学校ＥＳＤテーマ ２  「福祉教育」 

 １ 教具・教材・実験器具・観察機材 等 

１年 紙皿 折り紙 リボン 

４年 車イス アイマスク    
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② ユネスコスクールとしての活動を各校の教育課程（指導計画）にどのよう

に位置付けているか。指導内容を適切に定め，指導方法の工夫改善に努め

ているか。（２００～３００字程度） 

※チェック事項 1-2, 1-3 に対応 

 

③ 学校全体で組織的かつ継続的に活動に取り組める体制や環境をつくるため，

どのような取組を行っているか。（２００字程度） 

※チェック事項 1-4 に対応 

 

④ ユネスコスクールとしての活動の質の向上のための学校活動の評価（内部/

外部）の方法・具体的内容と，それによって明らかになった成果と課題。

（２００字程度） 

※チェック事項 1-5 に対応 

 

 

・３年生～６年生にかけては，主に総合的な学習の時間に，それぞれが個

人目標と計画をたてて，学習を進めていきます。それぞれの単元の最後に

は，学習した内容をまとめて「輝き学習」として，発表会を開きます。学

習する内容は，歴史や農家で働く人々等，各教科や特別活動の学習内容と

重なる部分もあり，総合的な学習と社会科を並行して進めています。 

・１年生，２年生については，主に生活科の時間に，「郷土を知る」に関わ

る活動を行っています。 

・また，全校や学年に関わる活動については，行事として取り扱っていま

す。 

 

・校務分掌の中に，郷土教育担当を位置づけ，担当者が，郷土教育全体計

画を作成して，学校の教育目標の元，郷土教育の目標を定め，目指す児童

の姿を明確にしています。郷土教育全体計画には，各学年の重点目標や教

科や総合的な学習，道徳，特別活動での目標や実施内容も示しており，学

校全体で組織的かつ継続的に取り組める体制を整えています。また，この

全体計画は，保育園や中学校とも連携しており，系統立てて学習をすすめ

るようにしています。 

 

・学校の教育活動全般に関わって，保護者及び本校職員が，学校活動の評

価を行っています。また，学校関係者評価委員会（学校評議員，地元有力

者，PTA 会長，近隣の中学校長）が，授業参観や学校行事等を参観して，

評価してくださっています。それにより，本校の郷土学習については，保

護者の 95％の方からおおむね良いと評価をいただいています。課題として

は，地域講師の高齢化があげられ，講師の確保が必要となっています。 
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⑤ ESD の推進拠点としての活動成果の発信方法・内容と，発信により得られ

た効果。（２００字程度）         ※チェック事項 2-2 に対応 

 

⑥ 学校以外の団体との協働・交流・ネットワーク形成（地域コミュニティ，

大学，ＥＳＤ活動支援センター，ＥＳＤコンソーシアムとの連携など） 

（２００字程度） 

                   ※チェック事項 2-3 に対応 

 

⑦ 国内外のユネスコスクールとの交流・ネットワーク形成（２００字程度） 

※チェック事項 2-4 に対応 

 

⑧ ユネスコスクールの活動による効果について，特筆すべき（特に強調した

い）内容（例えば児童生徒，教員，カリキュラム・教授法，学校経営，地

域・保護者との関係など様々な面でのポジティブな変化）（２００字程度） 

※チェック事項 2-5 に対応 

 

（３）平成 30 年度の活動計画（２００～４００字程度） 

・平成 30 年度も，郷土教育を推進していきます。地域の方の協力のもと，

郷土の良さを知り，郷土の題材を使って体験学習をしていくことで，郷土

を担う人材の育成を図っていきます。この試みが，郷土を持続可能な社会

へ導くと考えています。 

 

・大学等とのコミュニケーションはとっていませんが，新宮地区まちづく

り協議会と連携をして，地域で働く人々の講師役をお願いしています。 

・学習した内容は，「輝き学習」として，他学年に伝え次年度の学習に参考

にしてもらったり，授業参観の折に保護者へ発表したりと，校内及び地域

へ発信しています。内容については，郷土で働く人から学んだこと，郷土

の特色，郷土の偉人から学んだこと，福祉学習から学んだこと等です。こ

れらの学習から，郷土の良さを再確認し，郷土に貢献していこうとする意

欲を培うことができました。 

・今年度は，国内外とのユネスコスクールとの交流は行っていませんが，

ネット上にて，ユネスコスクールの活動を拝見させていただいています。 

・郷土学習を進めることで，郷土に愛着を持たせ，郷土に貢献する心情を

培うことを目的としています。多くの若者は，高校卒業後，都会へ行き，

故郷を離れてしまいます。今後，本校の郷土教育への取組を進めることで，

地域に残ったり，地域に貢献する若者が増えたりすることで，持続可能な

社会へと実現することを目指しています。 

 


